別紙１　予算要求資料・事業評価調書
予算要求資料
平成25年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　　項：医務費　　目：医務費　　　
	事業名:地域包括ケアシステム構築事業
　　（地域医療再生臨時特例基金）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　　　　　　　健康福祉部　医療整備課　医事係　電話番号：058-272-1111（内2528）

　　　　　　　E-mail：c11229@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：9,776千円（前年度予算額：   6,532千円）
	要求内容


	１　要求の内容


地域医療の核となるべき有床診療所は、過去20年間に全国で半減しており、地域医療充実の為には、地域の入院施設の減少を防がねばならない。そのため、地域医療の中核としての役割を果たす有床診療所がより効率よく機能するようにネットワークを構築し、地域医療の再生を目指す。具体的には、地域医療のシンクタンクでもある県医師会の事業に補助を行い、地域医療（入院、１次救急医療、病院勤務医のサポートなど）の充実、有床診療所の活性化を図る。
　県南部地域については、平成22年度に現・地域医療再生計画にて実施しており、平成25年度末までに有床診療所ネットワーク構築事業を全県へ拡大する。

１．各有床診療所の空きベッド情報、受け入れ可能な疾患情報を各医療機関が入力し、掲示することにより、病床を無駄なく活用できるよう、入力・掲示システムを開発し、岐阜県医師会主体のネットワークとして運用する。
２．介護施設、包括支援センター、在宅支援センター、福祉施設との連携ネットワークを確立し、病院のみならず介護保険関係施設からも、患者を引き受けられる有床診療所を探す場合に利用できるシステムとする。
３．有床診療所の医師が不足したり・医師の急病等で夜間診療に問題が生じた場合等、緊急代行医師を求めるような問題に対処できるシステムを作る。
	２　所要経費


地域包括ケアシステム構築事業補助金　9,776千円

・地域包括ケアシステム整備事業（ハード） 7,113千円　   1/2補助

   　システム開発費　　　14,227千円（1/2は事業者負担）

・地域包括ケアシステム運営事業（ソフト） 2,663千円 　10/10補助

	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	6,532
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	6,532

	要求額
	9,776
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	9,776

	決定額
	9,776
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	9,776


事業評価調書
	□  新規要求事業　

	■  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　　平成25年度末までに全県下にネットワークを広げる。


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	地域包括ケアシステム対象圏域
	０
（H22）
	（H  ）
	（H  ）
	２
（H23）
	５
（H25）
	４０％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	


（平成23年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）
　　県医師会が実施するシステムの開発の経費、運営方針やシステム機能等について検討する各種運営委員会の開催、広報、他団体の情報収集等に係る経費に対し補助した。また、運営委員会の意見によりシステムが改修されたため、その経費に対して補助した。


（平成23年度の成果）

	・平成23年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果
　　岐阜、西濃圏域が整備された。



	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）
○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○

	医療機関、介護福祉施設等が連携をとることは地域の医療体制の向上につながるため、事業の必要性が高い。


	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）

○

	　2次医療圏単位で地区を分類し整備を進めており、平成23年度に岐阜、西濃圏域が整備された。

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)

○

	　運営委員会においてシステム運用、改修について検討し、効率的に実施されるようにされている。


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　　整備された地区においてもネットワークに参加していない医療機関、介護福祉施設等があり、加入率の向上が必要である。



（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか
　　未整備の圏域について整備し、全県域を対象とする。併せて、対象となっている圏域の未加入者に対して加入するよう働きかけていく。



